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◼ 2024年6月の省エネ法改正によって、大規模需要家におけるDR実績（実施日数）の報告が義務付けされた。改正省エネ法

でDRの実施状況の報告を義務化することで、エネルギー消費量の多い特定事業者を筆頭に、DRへの取り組み姿勢の底上げ

が図られている。

◼ 産業施設におけるDRの実施に際しては、設備管理や設備保全担当者が手動制御を実施していることが想定され、発動指令下において、各

需要家内で発電量/電力需要量の全体像を把握できるシステム投資や運用体制が組まれていることが前提となっている。

◼ こうした中、リソースとなるDSRはエリア別且つ、容量/台数ベースで、どの程度存在しているのか、実態を把握することが困難であった。

◼ 上記背景から、本調査では需要家サイドにおけるDSRの種類と設備数・容量などのユーティリティ設備の全体像について、

業種別に需要家の特徴を調査した。加えて、容量ベースでのDSRポテンシャルを明確化を推計・把握した。

■ はじめに

■ 調査概要

「産業施設におけるDRポテンシャルに関する調査」

Ⅰ. 調査テーマ

本レポートでは、 DR容量ポテンシャルやDSR容量ポテンシャル、DSR設備の稼働条件について実態を把握することを目的として、94件の産業施設
へアンケート調査を実施した。さらに、個別に訪問調査を12件へ実施することで、 DSR設備の稼働条件やDRの運用実態・課題点、DR実施を活発
化するための条件について調査を行った。

Ⅱ. 調査目的

Ⅲ. 調査対象業種

業種
区分

パルプ・紙・紙加工品製造業、化学工業（有機化学工業製品製造業）、プラスチック製品製造業、一般機械器具製造業、石油製品・

石炭製品製造業、鉄鋼業、電子部品・デバイス・電子回路製造業、輸送用機械器具製造業（自動車・同附属品）

以下の8業種へ調査を実施した。



■ 調査概要

Ⅳ. 調査方法

Ⅴ. 調査期間

Ⅵ. 企画・調査・編集

弊社専門調査員によるアンケート調査、及びアンケート結果を基に訪問ヒアリング調査を実施した。

2025年3月～2025年6月

株式会社富士経済 ソーシャル・ソリューション事業部
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調査対象業種8業種におけるDR実施の全体像、

及び個別具体事例からのニーズ、ソリューションの方向性について示唆
✓ 2030年度までのDSR容量ポテンシャル及びDR容量ポテンシャルを予測

✓ 調査対象業種のDR実施状況の分析、DRの取り組みにおける課題や求められるソリューションを分析

【総括編】

訪問ヒアリング結果やアンケート結果の集計結果の分析産業施設におけるDSR容量ポテンシャルやDR容量ポテンシャルを分析
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事業者の電力消費量の負荷パターンを掲載



■アウトプットイメージ
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＜アンケート編＞※PDF版（CD-ROM）に収録
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1．企業概要・施設概要

2．エネルギー消費状況

3．電力契約状況

4．現状におけるDSRの主な種類別保有状況

5．DR実績

6．DR要請先※DR実施予定含む

7．アグリゲーターの選定要因

8．DSRメーカー、システムベンダー、DR要請先への要望
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